
外周柵

藤原宮跡・藤原京跡の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1984年度，飛鳥藤原脚跡発伽I Ｉ淵侮部では，膝原1; I ' ・求域において，火力' 1．‘ 柵など20件におよ

ぶ発掘調杏を実施した（2 0 頁表) 。以~ドに１Ｉ要な洲森の慨嘆を報｛ｉｆする。

藤原宮東方官荷地域( 第41 . 44次）の調査東方官簡地域では，過去３１i l I の洲喬で，火I i l i 北I j の|ﾉＬｉ

側に幣然と並ぶ災大な建物群が確認されている。洲査地は第38次淵f i f l >〈のＩﾉ L i に接する水' １１で，

内裏と寓内先行条坊東. ･ 芝坊大略の位瞬を蹄製した寓内道路との間にある◎検州した１２な迩椛に

は掘立柱建物，掘立柱塀，溝，‐ t 城，道路跡などがある。その時期は弥ﾉ I ﾐ 時代から中１１t に及ぶ

がなかでも藤原寓期の遺櫛は，Ａ、Ｂの２期にわけられる。

藤原宮Ａ期掘立柱建物ＳＢ3 8 9 5 . 3 8 9 6 と，長大な掘立柱塀ＳＡ３６３０～3 6 3 4 とがある。この地

区は東西および南北方向の塀によって二つのブロックにI 又両され，その区l H I i 内に建物が配椴さ

れる。北のブロックは束' 八i 塀ＳＡ３６３０( 柱間2. 6ｍ前後）とi f i 北塀SA3631( I I i l ) で区l l l I i される。南

のブロックは北面を限る塀が当初ＳＡ３６３４( 縦間2 . 6 ｍ前後) であったものが改作されてＳＡ３６３２

( 柱間２．６ｍ前後）となり，東は南北塀ＳＡ３６３３( 柱間2 . 7ｍ前後）でl x l I I I i される。このi I 1 j ブロック

が各々 異なる官簡と碓定され，官簡を| >〈I I I 1 i した火| ﾉ L i 塀の間は，’ 内内の南北逆路ＳＦ３４９９にとり

つく道路として機能したと思われる。この東| ﾉ L i 道路心から束1m北l I I j 心のI ﾉ ｌｉへの延長線までの} ' 1 |ｉ

雛は約９０ｍで，この数値は火l i l i 北l I I j と火i i l i I l i l I I I のl l 1 l i 雛のほぼ二分の一にあたる。北の' 1 ’ 〈術ブ

ロック内では２棟の建物を検出した。東l ﾉ L i 陳建物ＳＢ３８９５は桁ｲ j : ６間（柱|Al 1 . 7 7ｍ' Wf 間) ，梁ｲ l ：

３間（柱間1 . 7 7 ｍ等間）を検' 1 I したが，｜ﾉ L i 葵があるいは間仕切りとなって建物がI ﾉ L i に延びるl U能

性もある。南北棟建物ＳＢ３８９６は桁ｲ l : ３間（柱間1 . 7 7 ｍ蝶間) ，梁行３１H1 （柱間1 . 6 ｍ等間）の総
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藤原宮Ｂ期＃' ' １７: 柱建物ＳＢ3897 . 3898 . 3900と掘立柱塀ＳＡ３６３０～3633 . 3901がある。北' 1 ‘ } ′

筒ブロックの塀ＳＡ3 6 3 0 . 3 6 3 1 と南1 』柵ブロックの塀ＳＡ3 6 3 2 . 3 6 3 3 は踏襲される。‐ | ﾋ 柵ブ

ロックは南北塀ＳＡ３９０１( 柱間2 . 6 5ｍ等間）によって，さらに小さく火l ﾉ L i の２１x l I I I i に分けられる。

この塀は南をi MI i する塀ＳＡ３６３０の東から17瀞' １の柱に取り付く。塀ＳＡ３９０１のi ﾉ吋側の区I I i l i 内

で束爾陳建物ＳＢ３８９７を検出した。桁行は２間以l 皇( 柱間2 . 6 5 ｍ) ，梁行は３間( 柱間2 . 3 5 ｍ等間）

である。＃〔側のl X I i I I i 内では北をI | ﾐ I I I i に．の字形に配瞬された３棟の建物を検出した。南に建つ

東I ﾉ ( i 陳建物ＳＢ３９００は桁行14間( 柱間2 . 3 5ｍ呼間) ，梁行２間( | : 1 § 間2 . 6 5ｍ等間) の細催い建物で，

藤原脚' 向術建物の特徴を備えている。南北棟建物ＳＢ３８９８はＳＢ３９００の北I ﾉ L i にあり，桁行２

間以上( 住間2 . 6 5 ｍ聯間) ，梁行２間( 柱間2 . 3 5 ｍ等間) である。｜* i 北陳建物ＳＢ３８９９はＳＢ３９００

の北東にあり，桁行３間以上（住間2 . 6 5 ｍ等間) ，梁行３間( 巾央間３．２ｍ, 脇柱間１．８ｍ) である。

古墳時代の遺構5 1 1 t 紀代と6 1 1 1 : 紀代後半の遺構がある◎前荷は伽f / : 柱建物ＳＢ３６５０である。

桁行５問( 総長8 . 8 ｍ) ，梁行３間（総長5 . 7 ｍ）の東I ﾉ I : i 棟総椛建物で，陳持柱を葵I l J 央部分の葵柱
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筋から約２０ｃｍ外側に) ‘ [ てる。｛; 1 i ‘ |災は合‘ 汁1 5本残存していた。

すべての断i mが陵ﾉ ﾝ 形の角柱で，陳待椛は梁行ﾉ ﾝ 向に隆辺を向

けているのに対して，他の桃はすべて隆辺を桁行〃l h l に合わせ

ている。棟持桃や陸〃形の角椛のが在が注' １される。

６１１１: 紀後､ ' 4では伽榊: 柱建物，MI l 1I / : 柱塀，斜↑ j : 瀧呼を検出したｃ

斜ｲ 勝ＳＤ３８６５は，方眼北に対して約4 5 . 振れる。ＳＤ３８６５の

北I ﾉ L i ﾉ ﾝ ﾍ 2 . 5ｍ離れた位俄に, これとＷ『する伽1Ⅷ; 1塀S A3 8 6 0

があり，洲制えの北束端でほぼ1 1 1 〔角に折れ' ' ' 1 がって伽Ｗ: 柱塀S A

3 8 6 1 に連なる。建物ＳＢ３８５０～3 8 5 2 は塀ＳＡ３８６０から約４ｍ

離れた内側に，柱筋を揃えて，隣陳との間隔をほぼ擁しくして

処ち1 t んでいる。また進物ＳＢ３８５３～3 8 5 5 や塀ＳＡ3 8 5 6 . 3 8 5 7

もＳＡ３８６０とＳＡ３８６１とに|Ⅲ|まれた' ' １に集1 1Ｉする。このよう

に塀と瀧とで|xI l I I i した' 人l 側に，，; |･I I I I i 的に処物をl I I i M’ f しており，

豪族の屑宅や屯倉等の公的施設に関述する．' ﾘ 能性が砦えられる。

７世紀後半の遺構ル' ' ' ７: , 住建物，伽' 7 : 椛塀等を検川した。洲杏

| > 〈の北四部に火' 八i 塀ＳＡ３８９０とこれにＬ' i 笹形に取り付く南北

塀ＳＡ３８９１とがある◎塀でl x l I I I i された内側には南北陳建物ＳＢ

３８８８と束I ﾉ L i 棟建物ＳＢ３８８９とがある。これらは宅地の一部と

好えられ，藤原' ﾉﾉ1' １１! 〔I 1i i のこの地域におけるＩｉＩＩ化地の様{ ; ' 1を』! : 体

的に解明していく下懸りが加えられたといえる。

平安時代初期の逆構掘' 7 柱建物，伽' １/ : 柱堺，ノ| : ﾉ i がある。桁

行７間の人きな建物をI l I 心にl j I i d満する形式は，初剛} | ; | 刺遺勝と

して注' １されている北陸の! ; ＃遺跡弊にみられるl Wd 慨と顛似して

おり，川刺閃述遺跡である可能性が仏ｌｉい。この点で，藤原' 阿第

3 6 次, 淵奇で出上したl i ; | 刺関係水棚が注| ｜される。これには「向

ﾉ ﾘＷｌｆ」というI 剛＃名が｢ ; L l 城されていた。水‘ 淵州ｘＩ抑〕に｢ ’ { ；{ ' 所」

という小' 椎我があることなどから券えて，藤| 〃( ' ｝; { ' 城内に文献史

料にみえない小脱使庄| 判を想定できよう。，ｋ辿俄もこれらのI | ミ

所の一つに関述させて1 1 1 1 解することもできる。

以|を, 今1 1 1 |険I l l した膝恥/ 1期の‘ I ‘ 柵辿備は, 内災のすぐ東に

接する砺要な場所にあたり，７０～８０ｍリ1 Ｗの敷地を占めてい

たとみられる。Ａ期には' ' １を特に| > 〈分することなく使川してい

たが，Ｂ期では南北塀ＳＡ３９０１を投げて敷地を束I ﾉ L i に二分し，

Ａ期とは全く異なった‘ I L 澗配侭に変えている。醗原脚の官簡配

古城時代の逓描

藤原窟Ｂ期の遺描
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殻に２時期の変遷があり，しかもその間に大幅な変更があることが初め

て明らかになった。藤原宮の存続期間はわずか1 6 年であり，この改造は

掘立柱建物の耐用年数といった技術的な要因によるものとは考えがた

く，政治的な理由による可能性が強い。ここで想起されるのは，遷都後

６年して発布された大宝律令である。Ａ･ Ｂ２時期の変遥は，大宝律令を

もとにした官簡機構の整備・充実の結果と解される。とすれば，今l n I の

調査で初めて明らかになった官簡配置の大幅な変更は，東方官筒の１ブ

ロックにかぎられた現象ではなかろう。また当地域では藤原宮期だけで

なく，古墳時代から平安時代に至る各時代を通して建物遺構が検出され

ており，各時代の建物の性格や配置を考えるうえで貴亜な資料を得た。

右京二条三坊（第4 3 次）の調査国道1 6 5 号線橿原バイパス建設工事にと

もなう聯前調査である。昨年度実施した第3 9 次調杏区に南接し，藤原京

条坊では，右京二条三坊東北坪・東南坪にあたる。南北９８，，幅６ｍの

トレンチを設定した。検出した1 具な遺構に，藤原溝期の掘立柱建物５，

溝１，土城１のほかl - l - 1 1 1 t の掘立柱建物４，瀧５，石組井戸がある。

藤原寓期の迩櫛のうち，溝ＳＤ３７９３は調査区北から南へ３５ｍのとこ

ろにある幅０．４ｍの東西溝で，二条条間路北側溝にあたる可能性が高

い。第3 9 次調奄区の北端で検出した建物ＳＢ３５９０は，桁行７問，梁行４

間の南北棟束両順付き建物であることが確定した。柱間寸法は桁行２．６５

ｍ，梁行は身舎部分が2 . 6 5 ｍ，東廟３．５ｍ，西浦３．２ｍである。これ以

外の建物はいずれも東西擁とみられるが，発掘区が制約されていたため

に全貌は明らかでない。ＳＢ３７６５はＳＢ３５９０の北８．４ｍにある。桁行４

間以上で，柱間は２．１～2 . 4 ｍとやや不揃いである。梁行総長は４．５ｍ

である。ＳＢ３７６５の北にあるＳＢ３７６０は桁行３間以上の東西棟建物で

ある。身舎の桁行２．６ｍ，梁行２．０ｍ，南に出| 照２．２ｍの廟をもつ。ＳＢ

３７７０はＳＢ３７６０の北６ｍにある。桁行３間以上，梁行２間の東西棟建

物である。柱間寸法は桁行２．０ｍ, 梁行２．２ｍである。建物間には戒援

軍複関係はないが, ＳＢ３７６０とＳＢ３７６５とは陳間間隔が１．６ｍと近接し

ており，建物方位も異なるので，時期を異にするとみられる。ＳＫ３７９０

は浅い土城で藤原宮期の上器が少城出土した。ＳＫ３７９０は二条条問路

北側溝ＳＤ３７９３と重複し，溝より新しい。

第３９．４３次の調査成果を総合すると，右京二条三坊東南坪では，藤原

宮期の建物には二時期の建稗えのあったことが知られる。しかし建物の

占地状態から，両時期を通じて細かく分割されることなく，一坪全休を 第4 3 次‘ 淵介辿織図
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｜凡i 区の建物ＳＢＯ１は，束とI ﾉ L i に噸をもつ南第4 1 - 1 3 次, 洲f i f 遺閥叉｜

北陳建物と碁えられる。人､ ' 4は発仙1 1〆外となる。ト1 ﾐ ﾙ ( |形は．辺１．２～1 . 4ｍと大きく，北ある

いは東からの抜取穴がある。このうちの・つには| | ‘ 〔径約２９ｃｍの椛根が遺ｲ “ ていた。抜取穴

と柱根から復原される柱間､ j 法は身舎梁行２．９，，１１１i ２．７ｍ，桁行２．‘ 1ｍでＷの殿森に匹敵す

る脱膜をもつ。坪の内での1 § 殿あるいは脇殿級の建物であろう。ＳＢＯ１の北約４．８ｍにある建

物ＳＢＯ２は，束|ﾉ l i l l 開１，１，#北１１H1を検I |' したのみで，建物の規模群詳細はｲく|ﾘ l である。柱掘形

は一辺１ｍで，柱抜取穴には凝灰端質砂ｲ ‘ ; が命まれていた。建物〃位はＳＢＯ１とｌＩｉｌじく北でや

や火に振れる。

東| × には南北塀S AO３がある。これは柱穴3 1 , I i l を確認しただけであり，建物の１１J 能牲もある。

柱掘形は一辺１ｍのﾉ ﾝ 形で，北からの縦抜収穴がある。柱| A l ､ ｣ . 法は２．６ｍ禅| ﾊ l に復ﾙ ; ( できる。

| ; 1ヅ<の蝿- ｋや規模からみて，塀ＳＡＯ３は' 八i l xの建物ＳＢＯ２とl I f l ・時101の進榊と港えられる。

今' 1 1 1 検出した建物ＳＢＯ１は坪内のI l i 心的建物鮮の一部を俄成するものである。その位r ，i を条

坊地割との関わりで検討しておくと，奨純の位縦は来一畠坊大路と火三坊坊間路の２分の・に，

東入側柱は道路分を濃しI j l いた坪の至分の一にほぼ・致する。さらに，北側柱列は惟定２条大

路の北約９０ｍにあって，坪の《分のに・致し，この南北陳建物は坪のほぼ1 1 1 央部にあるこ

とになる。今l n l ‘ 淵森では，Ｗ周辺の坪内で人脱使な建物を確認し，Ｗを挟んで対称位瞬にある

鋪３９．４３次‘ 淵森の成果とともに膝原〃( の宅地判．建物l x i d l I f i i を究|ﾘ j する｜蔦で下懸りを緋た。

右京二条三坊( 第41 - 1 6次) の調査l I I i 鋪新築にともなうi l I Wi 洲介で，イi ﾙ ( 一二条乏坊東北坪および

一条人路の想定位椴にあたる。| 制上２８．５ｍ, 火I ﾉ L i ３．５ｍのトレンチを設定し，，淵汽を‘ だ施し

た。その結果，藤服寓期の伽' 泣柱建物１，．Ｉ: 砿１，ルｌｆｌを検出した。

洲侮区' ' 1 央に位侭するＳＢＯ２は桁行５間，梁ｆｉｌｌＡｌの南北陳である。ＳＫＯ３は南北徒１．７

m，深さ０，３ｍの土峨で，｜ﾉ L i ､ ド部は発掘区外にひろがる。ＳＤＯ１は，現状でl l l I [ １１．３ｍ, 深さ０．３

ｍの来I ﾉ L i 瀧である｡ 堆砿I l Y i は２ル1にわかれ，土師器，弧忠器が少i l t 出ｋした。束|）L i 瀧ＳＤＯ１は

一条人路南側溝の想定位侭に合致し，＃, ! ‘ 膜・形状・’ ' １土遺物のｋからもこれに州､ I ' i するものと

砦えられる。一条人路の推定地については，従来数次にわたって洲代を' だ施してきたが，その

確認には至っておらず，今' ' ' １: 初めてその盗料を得ることができた。

（水ドi E 史・深深勝樹）

, I i 地した宅地であったと砦えられる。

左京二条三坊( 第4 1 - 1 3 次) の調査価宅新築に

ともなう事前I 淵杏である。洲代地は膝原斯( ; / , ＃

求三条三坊I ﾉ L i 南坪にあたる。’ 八i と火とに‘ 淵術

| ＸをＩ没定し，坪内の利川状況を明確にする｜｜

的で! 淵i f f を実施した。’ 八i l xでは藤原汽期の棚１１

１m/ : 柱建物２，束I ｘで伽' ‘ / : 杵堺１を検出した。

Ｎ

１

１

日

風

風

1９

U O r

４内
国

ＳＢＯ１



－２０－

1 9 8 4 年度飛鳥藤原宮跡発掘調査部調査一党

調査地区遺跡・調査次数

６ＡＪＦ－Ｂ

６ＡＪＱ－Ｅ

６ＡＪＱ－Ｅ・Ｆ

Ｂ

Ｈ

Ｕ

Ｓ

Ｓ

Ｂ

Ｄ

一

一

一

一

一

一

一

Ｆ

Ｇ

Ｐ

Ｈ

Ｐ

Ｍ

Ｗ

Ｊ

Ｍ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｍ

Ｍ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

６

６

６

６

６

６

６

６ＡＪＰ－Ｋ･ Ｌ

Ｆ

Ｒ

Ｕ

Ｂ

Ｐ

Ｎ

Ｆ

Ｄ

Ｋ

Ｕ

Ｎ

Ｌ

Ｖ

Ｅ

Ｏ

－

Ｅ

Ｊ

Ｂ

Ａ

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｆ

Ｐ

Ｈ

Ｊ

Ｈ

Ｎ

Ｏ

－

Ｒ

Ｑ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｂ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｗ

Ｊ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｋ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

５

５

５

５

５

５

５ＢＹＤ－Ｍ･ Ｊ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｌ

Ｏ

一

一

一

一

一

一

Ｈ

Ｎ

Ｂ

Ｕ

Ｑ

Ｋ

Ｋ

Ｔ

Ｔ

Ｏ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

６

６

５

５

５

藤

藤

藤

原

原

原

jI;_IＰ
4１

４２

京４３

藤原宮４４

０

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

１

１

１

１

１

１

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

京

京

京

京

京

京

京

富

京

京

京

京

京

球

京

京

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

石神遺跡４

, f i 神遺跡周辺Ａ

石神遺跡周辺Ｂ

水落遺跡５

飛烏寺周辺Ｇ

飛鳥寺周辺Ｈ

飛鳥寺周辺Ｉ

飛烏寺周辺Ｊ

飛鳥寺周辺Ｋ

飛鳥寺周辺Ｌ

l l I p 1寺６

川原寺Ａ

川原寺周辺Ｂ

帆橘寺

|i寺

奥山久米寺

調在期間’

８４．４．３～８４．１０．２０

８４．４．７～８４．５．１５

８４．６．１１～8 4 . 8 . 7

84 . 10 . 22～8５．４．２４

8４．４．１１

８４．４．１３

8 4 . 4 . 2 2～８４．４．２６

８５．５．１７～８４．５．１８

８４．５．１０～８４．５．２２

８４．７．９～８４．７．１６

８４．７．２３～８４．７．３１

８４．８．７～８４．８，９

８４．９．１９～8 4 . 9 . 2 2

8 4 . 1 0 . 8 ～8 4 . 1 0 . 9

84 . 10 . 23～84 . 10 . 24

84 . 11 . 19～84. 11 . 29

8 4 . 1 2 . 6～84 . 1 2 . 2 5

84. 12. 19～８４．１２．２０

８５．２．１５～８５，２・２７

８５．３．１８～８５．４．１

８４．７．９～8 ５．５．７

8 ４．４．６

８４．８．７～８４．８．８

８５．２．２５～８５．４．１０

８４．５．１～８４．５．１１

８４．５．９～８４．５．１０

８４．５．２２～８４．５．２４

８５．１．１０～８５．２．１

８５．１．２３～８５．２．２３

８４．７‘ １７～８４．７．２５

８４．８．６～8 4 . 1 2 . 2 8

8 4 . 7 . 3 1 ～8 ４．８．２

8４．４．２６

8 4 . 1 0 . 3 ～8 4 . 1 0 . 4

8 5 . 2 . 2 6～８５．５．１６

８５．３．８～8 ５．３．１１

| 面磯｜術誉
０

1．２６０，２

６１８，２

７４９ｍ２

１，７５０，２

９，２

４，２

８０，２

２０，２

１３０，２

８０，２

１２０，２

１０，２

６０，２

１２，２

１２，２

１５０，２

１４０，２

８，２

１７２，２

１００，２

１，４００，２

５，２

１９，２

１５１，２

９５，２

９，２

１２，２

５６，２

３５，２

２４，２

５７２，２

３２ｍ２

．６，２

２３，２

１１５，２

２５，２

東方官簡

右京二条二坊西北坪，東北坪

右年二条三坊東北坪，東南坪

東方宮術

左京十条寅坊東三坊坊間路

坪

坪

坪

坪

坪

坪

坪

南

北

北

北

北

南

北

西

束

東

東

東

束

束

坊

坊

坊

坊

坊

坊

坊

坊

一

一

一

一

一

一

四

一

二

二

条

条

条

条

条

条

簡

条

条

一

一

七

二

十

十

二

宮

一

七

京

京

京

京

京

京

方

京

京

右

右

右

左

右

右

束

右

右

右京三条二坊豆条大路

西方官術

左京二条二坊西南坪

右京三条三坊東南坪

右京八条= 坊西北坪

右京二条三坊東北坪

飛鳥浄御原富推定地

飛鳥浄御原宮推定地

飛鳥浄御原宮推定地

飛鳥浄御原寓推定地

寺域東部

寺域北部

寺域北部

西回廊

西''１１

寺域南方

束阿廊，寺域東北部

寺域西南部

寺域西方

寺域東南部

講堂

寺域東方


